
 

研究全体の構想図について 
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研究主題 

「わかる・できる・楽しい算数授業」 

～算数指導の基礎・基本を踏まえた授業づくり～ 

研究仮説 

算数指導の基礎・基本を明らかにし、それを踏まえた授業づくりを充実していくことで、算数学

習に楽しんで取り組む児童が増えるだろう。 

低学年 中学年 高学年 

育てたい児童の姿 

 
低学年分科会 中学年分科会 高学年分科会 

今日的教育課題 
・社会変化に対応した総合的な力 

（基礎的な知識及び技能,思考力，判断力，表現力，

主体性や自己の確立，豊かな人間性等） 

・生きる力 

・体験と言語の重視 

・基礎・基本の充実 

・「知」の更新（生きてはたらく知） 

 

 

児童の実態・願い 
・明るく素直で,元気である 

・人とかかわることが好きな児童が 

多いが、語彙やコミュニケーションの力が

不十分である 

・算数に苦手意識をもっている児童が○％い

る 

・基本的な四則計算を素早く正確にできるよ

うになりたい 

 

算数科の目標 
算数的活動を通して、数量や図形に

ついての基礎的・基本的な知識及び技

能を身に付け、日常の事象について見

通しをもち筋道を立てて考え、表現す

る能力を育てるとともに、算数的活動

の楽しさや数理的な処理のよさに気付

き、進んで生活や学習に活用しようと

する態度を育てる。 

 

学校教育目標 

○根気よく学ぶ子 

○明るく元気な子 

○なかよく助け合う子 
地域・家庭の願い 

・確かな学力を身に付けてほしい 

・自分のよさを大切にして，思いやりのあ

る子供に育ってほしい 

・あいさつなど，人とのかかわりを大切に

する子供に育ってほしい 

 

 

 

教師の願い 
・自分で積極的に課題を解決していく力を身

に付けてほしい 

・知識・理解の部分で、まずは基礎基本を身

に付けさせたい 

・「できる」や「分かる」という実感（達成感）

を積み重ねさせたい 

 

算数的活動の充実 

教科書を軸にした授業 
ノート指導をこまやかに 

低学年分科会主題 中学年分科会主題 

 

高学年分科会主題 

 
具体物を用いた活動などを通し

て、数や量の基本的な感覚を身

に付けさせる指導法の工夫 

分かる喜び、できる喜びを味わ

うことができる算数指導の工

夫 

基礎的・基本的な知識・技能

を確実に身に付けさせ、算数

を学ぶことの楽しさや意義を

実感させる指導法の工夫 

・既習の基礎的・基本的な知識・技能が定着

している子供 

・既習の内容を進んで生活や学習に活用しよ

うとする子供 

・計算の意味を理解し目的に応じて用いるこ

とができる子供 

・できた喜び（「わかった」「できた」「楽し

い」等）を味わえる子供 

 

・助け合い、教え合いができる子 

・またやりたい、もっとやりたいと思える子 

・あきらめず、チャレンジする子 

・各単元で学んだ知識を確実に身に付け

られるよう根気強く課題に取り組める

子供 

・数や形に親しみをもち、楽しく学習し

ようとする子供 

・学んだことを学習や生活にいかそうと

する子供 

振り返りの充実 


